
ジョブ定義の移行を自動化する専用ツールで
開発コストの削減と構築期間短縮を両立

NTTデータ東海様がお客様から受注したのは、

既存システムのハードウェア更新および業務見

直しに伴うシステム改修案件でした。ハードウェ

アは日本ヒューレット・パッカード（以下、日本

HP）製の導入が確定しており、このタイミングで

運用管理ツールも他社製品からHP Operations 

Managerへリプレイスすることが決定しまし

た。リプレイスに際して課題になったのが、ジョ

ブ管理ツールの移行でした。

日本HP様では、ツールの導入コストおよびラン

ニングコストを削減するために、NECからOEM

供給されているジョブ管理ツールJobCenterの

導入をお客様に提案しました。提案を進めてい

く中で、機能面も十分で、ツールのコストも確実

に減らせるものの、既存のジョブ管理ツールか

ら定義を移行するには膨大な追加コストが発生

してしまうことが大きな課題として残りました。

「既存システムでは2000を超えるジョブが存在

し、すべてを再定義するには膨大な工数がかか

ると予想されました。試算によれば、当初の見

積もりの約4倍コストが上乗せされ、構築期間も

2倍以上になることがわかったのです」とシステ

ム構築を担当したNTTデータ東海第三事業部

開発担当の米子康恵氏は話します。

株式会社NTTデータ東海 様

http://jpn.nec.com/websam/jobcenter/
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導入前の課題

導入の経緯

ジョブ定義の移行に伴う困難さは、ジョブ数の

多さだけではありませんでした。お客様は西日

本一帯に15拠点を展開し、拠点ごとに異なる記

述でジョブを実行していました。ジョブの定義

は、階層化や並列処理、条件分岐などを多数利

用しており、全体像を正確に把握するだけでも

大変な作業でした。「JobCenterの開発元であ

るNECに相談したところ、定義移行ツールを

使えば、ある程度の作業を自動化できることが

わかり、その提案を採用しました」と本案件を

担当した日本HPの ITマネジメント事業部ソ

リューションコンサルタントの小林大輔氏は話

します。

最初に、定義移行の精度を明確化するためにア

セスメントツールを利用して既存の定義を分析

しました。このツールは移行の前段階で、既存

のジョブフロー数やジョブ数がいくつあるか、

そのジョブ定義の何割を自動移行でき、どのく

らい手作業が残るのかを“見える化”することが

「アセスメント結果を元に、単純変換できない

部分について方式を検討しました。約1カ月程

度のやりとりで定義の移行が終了し、移行後の

定義に関しては、問題なく動作確認できました。

プロジェクトの当初からNECの担当者が、

JobCenterと既存ツールの相違点等を文章だ

けではなく画面キャプチャも使ってわかりやす

い資料で提供してくれたので、とても助かりまし

た。また、ジョブ名が長すぎて登録できない問題

が発生した際には、仕様を拡張していただくとい

う臨機応変な対応をしてくださいました。今回

は、単なるシステム更改だけではなく業務の統

廃合もあり、ジョブの組み直しが多数発生した

のですが、その際に、Excelで定義を編集できる

Definition Helperというオプションツールが

非常に有効でした。Excel上でジョブ名の一括

変換や一括削除などができるだけでなく、フ

ローの確認をExcel上でできる点がいいです

ね。従来は、実機に定義を取り込みキャプチャ

を行うという作業が必須でしたが、この機能の

おかげで効率よく作業ができました。私自身も

開発に携わったSEもJobCenterに触るのは

初めてでしたが、予想以上にスムーズに利用す

ることができました」と米子氏はNECの対応力

とDefinition Helperの使い勝手を評価してい

ます。

「開発現場では、どこでも実機のテスト期間は限

られています。今回もJobCenterの実機を使え

たのは2週間程度でした。この短期間に膨大な

数の定義を検証し、問題をすべて潰すなんて想

像しただけで大変です。しかしJobCenterは、

あらかじめExcelで定義の編集と確認ができる

ので、実機での検証に時間がかかりません。これ

は運用後も同様で、稼働中の実機を止めずに

Excelで定義の編集ができるわけで、これは運

用側にとって大きなメリットです」とNTTデータ

東海第三事業部営業部長の服部洋幸氏はツー

ル活用のメリットを強調します。

「CPUコア課金の他社製品と比べて、Tier課金

のJobCenterはライセンスコストの安さが強み

でしたが、移行コストがネックになり、商談が進

まないことが多いことも事実です。しかし、この

ツールにより移行の問題が解消したので、これか

らコストメリットの高いJobCenter利用のニー

ズが高まると思います」と小林氏は話します。

最後にNTTデータ東海第三事業部開発担当で

ある道場一博氏が「ジョブ定義の移行は、同じ

ツールのバージョンアップでさえ大変な作業

です。まして、移行ツールがない他社製品は、1つ

1つの部品の定義を把握するだけでも非常に

工数がかかり、人的ミスが発生しやすく、移行

後の定義の検証にも多くの時間が必要でした。

JobCenterはアセスメントツールにより、現状

の定義数の把握、どの程度機械的に変換が可能

かなど即座にわかるので、我々にとってもお客

様へ提案しやすいソリューションになったと思

います」と締めくくりました。

ツールの価格は魅力。
しかし定義移行コストが障壁に

移行にかかる工数を“見える化”する
アセスメントツール

定義移行アセスメントツール。既存の定義を読み込むだけで
ジョブ数や変換率などを表示。

アセスメント結果

できます。ツールの使い方はいたって簡単です。

お客様が現在利用しているジョブ定義のデータ

を提供いただき、これをJobCenter専用のア

セスメントツールに取り込むだけで詳細な分析

結果がグラフと表でわかりやすく表示されます。

今回の案件では、アセスメントの結果、9割以上

自動移行可能だとわかりました。また、自動移

行できない部分の理由も明確で、その回避も簡

単にできると判明し、これならコスト、期間とも

に問題はないとの判断が下り、コストメリット

の高いJobCenterへの移行が正式に決定しま

した。

本一帯に15拠点を展開し、拠点ごとに異なる記

述でジョブを実行していました。ジョブの定義

用しており、全体像を正確に把握するだけでも

あ

が
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担当した日本HPの ITマネジメント事業部ソ

リューションコンサルタントの小林大輔氏は話
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